
【機密性２】

貿易・物流

産業（エネルギー含む）

文化・交流・暮らし

海洋環境

・基幹航路をはじめ、世界各方面へ
の定期航路を活かした輸送拠点
・国際トランシップの拠点
・西日本の工業品等の流通を支える
輸出拠点
・クルーズ受入拠点

神戸港

・鉄鋼業・化学工業等の生産拠点
・マリーナ等のレクリエーション

尼崎西宮芦屋港

大阪港

・基幹航路とアジア航路等の拠点機能
・大消費地である近畿圏への生活関連物資等
の流通を支える輸入拠点
・クルーズ受入拠点
・臨海部における国際観光拠点の形成

・地域の産業・物流機能
・緑地や人工干潟等の親水機能

阪南港

・エネルギー供給拠点
・RORO貨物取扱拠点
・基幹的広域防災拠点

堺泉北港

コンテナ (H29)：292万TEU
クルーズ(H29)：116回

コンテナ(H29) ：233万TEU
クルーズ(H29)：49回

原油輸入：近畿1位
LNG輸入：近畿2位

RORO航路：15便／週

兵庫県：548万人 京都府：259万人

大阪府：882万人

和歌山県：93万人

前回改訂：平成18年2月（目標年次：平成20年代後半）
今回改訂：2019年3月（目標年次：2020年代後半）堺泉北港 港湾計画改訂

港湾管理者：大阪府

1出典：貿易額は財務省「貿易統計」より作成

平成31年3月7日
交通政策審議会
第74回港湾分科会

資料1-2



【機密性２】

堺5～7区

泉北1区

エネルギー
【LNG】

製造業
【化学】

製造業
【機械・ガス製品】

エネルギー
【製油所】

製造業

【食品】

製造業(工業品)エネルギー凡例： 物流

【公共】
輸出入：完成自動車、鉄鋼、鋼材

【公共】
輸出入：完成自動車、コンテナ
移出入：フェリー・RORO

【専用】
輸出入：原油、LNG、石油製品
移出入：原油、石油製品、化学薬品

【専用】
輸出入：原油、LNG、石油製品
移出入：石油製品、重油、鋼材

【公共】
移出入：鋼材
【専用】
輸出入：鉄鋼、鋼材、金属くず
移出入：鋼材、セメント、砂利・砂

助松地区

汐見・
汐見沖地区

堺泉北港の利用状況
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基幹的広域防災拠点

凡例
高速道路
一般道路

堺1～4区

物流

物流

エネルギー
【製油所】

製造業
【化学】

エネルギー
【LNG】

エネルギー
【製油所】

製造業
【金属品】

エネルギー
【発電所】

製造業
【機械品】

エネルギー
【産業ガス】

製造業

【ガラス】

製造業
【液晶、太陽光
発電パネル】

製造業

【金属品】



【機密性２】
堺泉北港の貨物取扱状況

○大宗貨物は、原油やLNGの輸入、石油製品や完成自動車の輸出、原油の移入、石油製品の移出。
○原油は、主にUAE、サウジアラビア、クウェートから輸入しており、精製後、石油製品として日本各地に移出。
○LNGは、主にオーストラリア、オマーン、インドネシアから輸入しており、火力発電用の燃料等として利用。
○石油製品は、主に中国やオーストラリアに輸出、また、完成自動車（中古車）は、主にニュージーランド、ミャンマー、
ケニア、タンザニアに輸出。

取扱貨物量の推移 取扱貨物量の内訳（平成２９年）

石油製品
37%

完成自動車
27%

化学薬品
10%

重油
7%

原油
6%

鋼材
5%

その他
8%

輸出
４４９万トン

原油
45%

ＬＮＧ
38%

石油製品
8%

その他
9%

輸入
２,３２５万トン

フェリー貨物
31%

石油製品
24%

重油
14%

鋼材
11%

化学薬品
8%

その他
13%

移出
１,７９２万トン

原油

23％

フェリー貨物

22％鋼材
19%

石油製品

6％

砂利・砂
6%

セメント
5%

化学薬品
4%

その他
14%

移入
２,６４６万トン

328 302 369 269 290 396 441 364 443 452 466 449 445 

2,446 2,463 2,590 2,163 2,544 2,458 2,792 2,617 2,700 2,345 2,568 2,325 2,931 

1,940 1,955 2,050 
1,647 

1,774 1,651 
1,919 1,857 1,898 

1,764 1,859 1,791 

2,278 

2,735 2,709 
2,784 

2,110 
2,173 2,220 

2,346 
2,342 2,384 

2,518 
2,518 2,646 

2,904 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（万トン） 輸出 輸入 移出 移入
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既定計画
（H20年代後半）

出典：大阪府の港湾統計より作成



【機密性２】
堺泉北港の取扱貨物（公共貨物）

○太宗貨物は、完成自動車の輸出、金属くずの輸出、鋼材の輸入、フェリー貨物の移出入。
○完成自動車は、主にニュージーランド、ミャンマー、ケニア、タンザニアに輸出。
○金属くずは、主に鉄鋼の原料として中国や韓国に輸出。
○鋼材は、主に建設資材として韓国から輸入。

公共取扱貨物量の内訳（平成２９年）公共取扱貨物量の推移

完成

自動車
75%

金属くず
17%

その他
8%

輸出
１６４万トン

鋼材
28%

木製品
19%鉄鋼

17%

砂利・砂
10%

その他
26%

輸入
１２１万トン

フェリー貨物
78%

完成

自動車
9%

その他輸

送用車両
9%

その他
4%

移出
７２０万トン

フェリー貨物
64%

砂利・砂
11%

鋼材
11%

完成

自動車
6% その他

9%

移入
９２３万トン

内航ＲＯＲＯ船航路 便数

千葉～岡山～四国中央 12便/週

宮崎～細島～東播磨 3便/週

内航フェリー航路 便数

新門司 1便/日

外貿コンテナ航路 便数

中国・東南アジア 1便/週

中国 1便/週

1,624 1,384 1,273 1,133 1,098 1,152 1,295 1,476 1,632 1,620 1,466 1,636 2,914 
2,023 1,793 1,636 1,179 1,468 1,535 1,356 1,430 1,433 1,241 1,250 1,207 

4,913 
7,013 7,847 8,141 

6,233 5,994 6,020 6,123 6,236 6,304 6,699 7,009 7,194 

8,534 

9,018 9,563 9,870 

7,295 7,073 7,223 7,563 8,137 8,117 8,495 8,783 9,233 

7,796 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

輸出 輸入 移出 移入（千トン）
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既定計画
（H20年代後半）

出典：大阪府の港湾統計より作成※H30.5時点



【機密性２】

完成自動車,
243.5万トン

石油製品

135.2万トン

化学薬品,
55.8万トン

金属くず,
35.4万トン

鋼材,
35.0万トン

その他

22.0万トン

計画貨物量の設定

○フェリー貨物、RORO貨物とも増加傾向で、2015年にフェリー2隻、RORO船1隻がリプレースにより大型化。トラックドラ
イバー不足や企業の環境意識の高まりなど、モーダルシフトが更に進展することにより需要の増加が見込まれる。

○在来バルク貨物（中古自動車や循環資源）においても、船舶の大型化とともに海外需要の増加が見込まれる。

【増減の主な要因】
（万トン）

164 300 286 226 121 185 

2,204 2,424 

719 792 

1,072 1,229 

923 
968 

1,723 1,554 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H29公共 今回計画公共 H29専用 今回計画専用

5,433

2,246

5,284

1,927

（万トン）
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今回計画公共
（2020年代後半）

今回計画専用
（2020年代後半）

移入
2,522万㌧

今回計画の貨物内訳

輸出
527万㌧

輸入
2,609万㌧

移出
2,020万㌧

輸出 輸入 移出 移入

原油

1,171.4万トン

ＬＮＧ（液化天然

ガス）

962.7万トン

石油製品

150.6万トン

その他,
324.4万トン

フェリー

619.8万トン

石油製品

369.5万トン鋼材

281.6万トン

重油

206.8万トン

原油

158.7万トン

化学薬品

128.2万トン

その他

255.8万トン フェリー

626.8万トン

原油

535.5万トン
鋼材

456.9万トン

石油製品

197.6万トン

砂利・砂

180.4万トン

セメント

162.5万トン

その他

362.8万トン

【輸出】完成自動車
（H29）123万トン→（今回推計）244万トン
・オセアニア、アフリカ等向けの中古自動車の輸出は増加傾向に
あり、引き続き取扱増加を見込む。

【輸出】金属くず
（H29）27万トン→（今回推計）36万トン
・東南アジアの粗鋼需要の安定成長等を踏まえ、輸出増加が見込
まれる。

【移出入】国内フェリー・RORO
（H29）1,373万トン→（今回推計）1,491万トン
・トラックドライバー不足、企業の環境意識等、モーダルシフトの進展
による取扱増加を見込む。



【機密性２】
堺泉北港の目指す姿

≪物流≫

○海陸一貫輸送網の推進と産業振興に資する港湾機能の充実

・ふ頭再編、機能の集約化による内航フェリー・RORO機能の強化

・地域の産業競争力向上のための中古自動車やバルク貨物取扱機能

の強化

２．持続可能で新たな価値を創造する国内
物流体系の構築

◆企業によるサプライチェーンマネジメントの高度化・
効率化に対応するため、臨海部空間の利用再編・
面的再開発

【港湾の中長期政策「PORT 2030」】 目標年次：2020年代後半

６．港湾・物流活動のグリーン化

◆藻場等の活用等による「CO2吸収源対策」の

促進

≪環境≫

○地球環境問題に対応した環境機能の充実

・海浜・干潟等の造成による海域環境の改善

４．ブランド価値を生む空間形成

◆水上交通の利用による回遊性の強化など港湾空間

の特性やメリットを活かし、陸域・水域の一体的

な利用を促進

◆様々な観光資源を発掘し磨き上げ、魅力的

なコンテンツ作りを促進

≪交流≫

○地域の活性化に向けた交流機能の充実

・周辺のまちづくりと連携しながら、周辺港湾等との海上交通ネッ

トワークを構築

・官民で連携し、港の歴史・文化を活かした旅客需要創出に向けた

取組の実施

≪防災≫

○地域の早期復旧・復興支援に向けた防災機能の充実

・京阪神都市圏における基幹的広域防災拠点として必要な耐震強化

岸壁整備等の防災機能の強化

７．情報通信技術を活用した港湾のスマート
化・強靭化

◆地域の早期復旧・復興を支援するため、広域的に
一連の物資輸送ルートを確保できるよう岸壁や臨港
道路等の耐震化
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【今回計画】



【機密性２】
堺泉北港港湾計画改訂の概要

堺1区～7区
エネルギー、物流、防災、にぎわい

泉北1区～4区
エネルギー

助松、汐見、汐見沖地区
中古車輸出、RORO
フェリー、コンテナ

埠頭再編
（ユニットロード貨物、中古車輸出

の取扱効率化）

バラ積み貨物取扱需要
への対応
（既定計画）

専用岸壁を利用した災害時の
物資等の受入体制の検討

7

基幹的広域防災拠点
機能強化

（耐震強化岸壁（既定計画））

堺旧港地区
にぎわい

泉大津旧港地区
にぎわい

交流機能強化

（小型旅客船ネットワーク）
（既定計画）

交流機能強化

（小型旅客船ネットワーク）
（既設）



【機密性２】
主な計画の内容（内航RORO、中古車輸出機能の強化）

オート
オークション

会場 中古車

中古車
フェリー

コンテナ

中古車

①中古車輸出を集約

③貨物の移転・集約により
老朽化岸壁を廃止

オート
オークション

会場

中古車

フェリー

内航
RORO

コンテナ

汐見地区

RORO移転

現況 今回計画

④2つのRORO航路を隣接させ
貨物の接続を効率化

汐見沖地区

助松地区 助松地区

汐見地区

汐見沖地区

千葉航路（RORO）
（船舶大型化が予定
されており、沖待ち
が生じる）

新門司航路
（フェリー）

宮崎航路
（RORO）

(-7.5)390m

②ユニットロード
貨物を集約

千葉航路
（RORO）
（2隻同時着岸）

宮崎航路
（RORO）

既定計画 新規計画

○岸壁整備に合わせ埠頭を再編し、汐見・汐見沖地区は中古車輸出に、助松地区はフェリー・RORO貨物に特化する。
○助松地区においては、RORO船を移転させることにより、RORO船のリプレイス及び同時着岸に対応する。さらに、宮
崎・細島・東播磨航路と千葉・岡山・四国中央航路を隣接させ、貨物の接続を効率化する。
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【機密性２】
主な計画の内容（防災機能の強化）

○堺2区の基幹的広域防災拠点において、既定計画通り、水深10m・延長170mの耐震強化岸壁を整備することにより、
大規模地震発生時における緊急物資輸送体制を強化する。

三宝IC

大浜IC

泉大津IC

助松JCT

南海本線

高石IC

浜寺IC

出島IC

石津IC

汐見沖地区

汐見地区

堺航路

大津南航路

大津航路

堺2地区

（-12） 3B 720m

防災緑地 27.9ha

耐震強化岸壁（既設）

耐震強化岸壁（既定計画）

緊急物資の動き（船舶）

緊急物資の動き（車両）

基幹的広域防災拠点の機能強化

〇耐震強化岸壁、ヘリポート、臨港道路を活用し、救援物資の受け入
れ･中継･分配･搬送を行うとともに、広域支援部隊の集結地･ベース
キャンプとして機能。

〇岸壁(-10m)の整備により、災害時に海上輸送で取扱いが可能な緊急物
資量が増加し、防災緑地の機能が最大限に発揮するとともに、海上自衛
隊の支援船等の係留が可能となる。

浜寺航路

製油所・LNGタンク等

（-7.5） 1B 130m

（-9） 1B 280m

（-10） 1B 170m

阪神高速
4号湾岸線

助松地区

堺５区

泉北１区

堺６区

堺７区

基幹的広域
防災拠点

（-14） 1B 300m
(幹線貨物対応)

【泉北１区等防災対策】
・民間の係留施設の耐震化状況の確認
と合わせ、緊急物資の供給の可能性に
ついて検討中

（-10） 1B 170m

（-7.5） 1B 130m
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【機密性２】
主な計画の内容（循環資源輸送の効率化）

○鉄スクラップの輸出については、東アジアから東南アジアへ輸出先のシフトが想定され、これに伴い輸送船舶の大型
化が見込まれている（現状は、助松地区で取扱い）。

○このため、堺7区において船舶大型化に対応した新たな岸壁（既定計画）を整備し、循環資源輸送の効率化を図る。

現状・課題

272 
216 182 172 

242 

5 

0 
15 

55 

67 
1 

2 
5 

5 

12 

0
50

100
150
200
250
300
350

H24 H25 H26 H27 H28

堺泉北港における鉄スクラップの仕向国別輸出実績

その他

東南アジア

東アジア

（千㌧）

55
29 21 15 31

165

146

111
93

102

8

3

7
18

28

0

1

0
0

2

0

50

100

150

200

250

2012 2013 2014 2015 2016

鉄スクラップ輸出船舶の推移

1万DWT以上

5千～1万DWT

2千～5千DWT

千～2千DWT

（隻）

平成30年２月撮影

工業用地

緑地

工業用地

10出典：大阪府の港湾統計より作成

岸壁整備



【機密性２】
主な計画の内容（海域環境改善・にぎわい創出）

○「大阪湾再生行動計画」に基づき、引き続き海浜・干潟等（既定計画）の造成により、大阪湾の水質改善や多様な生
物生息空間の確保を図る（海域環境の改善）。

○旧港地区等において旅客船埠頭（既定計画）を整備し、周辺のまちづくりと連携を図りながら、大阪港や関西国際空
港等と結ぶネットワークを構築することにより、地域の活性化や交流を促進する（陸域・海域の一体的な利用促進）。

〇官民で連携し、堺泉北港の歴史文化の紹介（壁画や案内看板設置）、洋上観光モニターツアーや臨海工業地域を巡
る夜景クルーズなど、旅客需要創出に向けた取組を実施。

海域環境の改善

海浜整備イメージ

各旅客船埠頭間や大阪港、関西
国際空港を結ぶ遊覧船を構想

遊覧船イメージ（神戸-関空ベイ・シャトルHPより）

泉大津旧港地区
・海浜 210m

堺2区
・海浜 2,250m
・海浜（干潟）

3,000m

堺7区旅客船埠頭
（-2）40m

泉大津旧港地区
旅客船埠頭
（-2）40m

大阪港へ

背後市の街づくりイメージ

旅客船埠頭計画

関西国際空港へ
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夜景クルーズ等の取り組み

歴史文化を紹介する壁画・看板

堺旧港区旅客船埠頭
（-2）80m



【機密性２】
港湾計画の変更内容［堺1区］
○将来的な維持管理・更新コストの縮減に向け、利用頻度の低い施設や維持管理コストが嵩む施設の廃止や利用転換
を行う。

堺３区

堺旧港地区

堺１区

堺２区

堺３区

堺旧港地区

堺１区

堺２区

今回計画既定計画 【土地利用計画】
埠頭用地 0.8ha

⇒ 港湾関連用地 0.8ha

【公共埠頭計画】
物揚場（-2.5） 583m 廃止
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【機密性２】
港湾計画の変更内容［堺2区］
○需要に応じたプレジャーボート収容隻数の見直しに伴う施設規模の変更を行う。

今回計画既定計画

堺２区

【マリーナ計画】
小型桟橋 7基

⇒ 小型桟橋 2基

堺２区
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【機密性２】
港湾計画の変更内容［堺7区］
○対象船舶の見直しに伴い水域施設計画の変更を行う。
○岸壁の利用方法が砂・砂利の輸入から金属くずの輸出に変わることにより、埠頭用地の面積を変更する。

今回計画既定計画

堺７区 堺７区

【水域施設計画】
航路・泊地（-12） 35.8ha

⇒ 航路・泊地（-12） 35.6ha

【土地利用計画】
埠頭用地 29.8ha

⇒ 埠頭用地 12.5ha
港湾関連用地 17.3ha
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【機密性２】
港湾計画の変更内容［泉北1区・泉北2区］
○将来的な維持管理・更新コストの縮減に向け、利用頻度の低い施設や維持管理コストが嵩む施設の廃止や利用転換
を行う。

○地元市における都市公園の機能及び配置の見直し（都市公園の廃止）に伴い需要の高い工業用地への利用転換を
行う。

○曳船基地の移転に伴う施設の廃止を行う。

今回計画既定計画

泉北１区 泉北１区

泉北２区 泉北２区

【小型船だまり計画】
桟橋（-4.5） 1基 廃止

【土地利用計画】
その他緑地 4.8ha

⇒ 工業用地 4.8ha

【公共埠頭計画】
物揚場（-4.0） 550m 廃止

【土地利用計画】
埠頭用地 4.7ha

⇒ 港湾関連用地 4.7ha

【専用埠頭計画】
ドルフィン（-6.0）1B 削除

15



【機密性２】
港湾計画の変更内容［小松地区］

○曳船基地の移転に伴い小型船だまり計画を位置付ける。

今回計画既定計画

松之浜地区

小松地区

泉大津旧港地区
松之浜地区

小松地区

泉大津旧港地区

【小型船だまり計画】
岸壁（-4.5）3B 300m

【土地利用計画】
港湾関連用地 16.0ha

⇒ 埠頭用地 0.5ha
港湾関連用地 15.5ha
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【機密性２】
港湾計画の変更内容［助松地区］

○将来的な維持管理・更新コストの縮減に向け、利用頻度の低い施設や維持管理コストが嵩む施設の廃止や利用転換
を行う。

○将来の貨物需要・土地需要に対応するための開発空間として留保し、今後、その具体化を検討する。

今回計画既定計画

助松地区

【公共埠頭計画】
岸壁（-7.5） 3B 390m 廃止
岸壁（-5.5） 2B 180m 廃止
物揚場（-4.0） 340m 廃止

【土地利用計画】
埠頭用地 11.9ha

⇒ 港湾関連用地 11.9ha
開発空間の留保

助松地区
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【機密性２】
港湾計画の変更内容［汐見地区・汐見沖地区］

○PCC船の大型化に対応するため、公共埠頭計画を変更する。
○土地需要への対応等のため、土地利用計画を変更する。
○将来的な維持管理・更新コストの縮減に向け、利用頻度の低い施設や維持管理コストの嵩む施設の廃止や利用転換
を行う。また、需要に応じたプレジャーボートの収容隻数の見直しに伴う施設規模の変更を行う。

既定計画

汐見沖地区

汐見地区

今回計画

汐見地区

【水域施設計画】
航路・泊地（-13） 42.9ha
泊地（-11） 1.1ha

⇒航路・泊地（-13） 43.1ha
泊地（-12） 1.4ha
【公共埠頭計画】
岸壁（-13） 290m
岸壁（-11） 260m

⇒岸壁（-13） 300m
岸壁（-12） 300m

【土地利用計画】
港湾関連用地 51.7ha
交流厚生用地 15.8ha
交通機能用地 8.9ha

⇒ 港湾関連用地 55.4ha
交流厚生用地 12.6ha
交通機能用地 8.4ha

【マリーナ計画】
小型桟橋 4基

⇒ 小型桟橋 3基

【公共埠頭計画】
岸壁（-10）3B 555m 廃止

【土地利用計画】
埠頭用地 51.1ha

⇒ 埠頭用地 43.4ha
港湾関連用地 7.7ha

汐見沖地区
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